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１．はじめに、２．ヒアリング調査概要 

 

１．はじめに 

１-１．調査目的 

平成 22 年度の小美玉市公共交通ネットワーク検討調査で示された公共交通ネットワーク

再編計画（素案）を受け、社会実験の実施に向けた具体的な計画を策定することを目的とす

る。 

 １-２．検討内容と流れ 

    本調査は小美玉市公共交通検討委員会からの助言を賜りながら、進めることを基本とし、

調査の進め方は以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ヒアリング調査概要 

２-１．調査目的 

来年度以降実施する社会実験の計画を作成するための基礎情報入手を目的として、市内主要施設にお

いて、ヒアリング調査を実施するものである。 

 

２-２．調査内容 

 （1）ヒアリング場所、方法など 

・ヒアリング場所については、市内の主要な市役所、文化施設、医療施設、商業施設などを対象と

した。 

  ・調査実施日は、施設によって平日、休日で利用状況が異なるため、多くのサンプルを獲得するた

めに、調査対象場所別に平日・休日に分けて調査を実施した。また、自宅から外出をしたくても

できない高齢者などの意向を把握するため、訪問調査も合わせて、実施した。 

  ・調査方法は、各施設に調査員を 2名配置し、施設来訪者を対象に直接ヒアリングを実施した。 

 

表 1．ヒアリング調査場所、調査日時 

ヒアリング箇所 位置付け 調査日 調査時間 

①小美玉市役所 行政機関 9：00～17：00 

②医療センター 医療機関 7：00～17：00 

③ＪＲ羽鳥駅 公共交通（鉄道） 

④かしてつ小川駅 公共交通（バス） 

平日 1日 

（11/28（月）実施）
10：00～20：00 

⑤カスミ小川 商業施設 10：00～20：00 

⑥四季文化館みの～れ 文化施設 

⑦四季健康館 福祉施設 

⑧生涯学習センターコスモス 生涯学習施設 

休日 1日 

（11/27（日）実施） 9：00～19：00 

（2）ヒアリング項目  

表 2．ヒアリング項目一覧 

項目 内容 

①バスの利用状況 最寄バス停留所の存在について、路線バスの利用状況、利用しない理由 

②タクシー補助制度 想定条件下での利用について、変更してほしい条件、利用しない理由 

③循環バス事業 想定条件下での利用について、変更してほしい条件、利用しない理由 

④拠点整備 拠点整備に対するニーズ 

⑤個人属性 住所、年齢、性別、職業、自動車運転免許証の有無 

 

関係機関協議 

・交通事業者、地元自治会 

・関係各課 

具体的な公共交通施策の抽出 

・詳細意向調査（ヒアリング） 

・概略需要・概略収支試算の検討 

・社会実験対象施策の抽出 

 

循環バスの社会実験 

フィーダー交通の社会実験 

バスマップの作成    etc 

平成２４年度 

以      降 

社会実験計画案の策定 

・サービス形態 

・運行計画 

・運行主体 

・実験評価項目の設定 

検
討
委
員
会
の
開
催
（３
回
） 
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３．ヒアリング調査結果 

 

３．ヒアリング調査結果 

３-１．結果概要 

・11/27（日）で回収できたサンプル数は、235 サンプル、11/28（月）に回収できたサンプル数は、231

サンプルであった。また、別途実施した家庭訪問調査では、24 サンプル回収することができており、

ヒアリング調査全体で 490 サンプルを回収した。 

 

・11/27（日）、28（月）の 2日間調査した時に回収できた施設別のサンプル数および別途実施した、家

庭訪問調査で回収できたサンプル数は下表のとおりである。 

 

表 3．ヒアリング調査におけるサンプル回収状況 

実施日 施設名など 回収したサンプル数 

カスミ小川 ７４サンプル 

四季文化館みの～れ ３９サンプル 

四季健康館 ４８サンプル 

生涯学習センターコスモス ７４サンプル 

11 月 27 日（日） 

小計 ２３５サンプル 

小美玉市役所 ６４サンプル 

医療センター ４３サンプル 

ＪＲ羽鳥駅 ８３サンプル 

かしてつ小川駅 
４１サンプル 

11 月 28 日（月） 

小計 ２３１サンプル 

－ 家庭訪問調査 ２４サンプル 

合計 ４９０サンプル 

  

 

 

 

 

 

３-２．ヒアリング調査集計結果 

（１）既存路線バスの利用状況 
 １）路線バスの利用傾向 

・自宅の最寄バス停留所があることすら知らないという回答が高い。公共交通の認知度が低いこと

が明らかとなった。 

    ・バスを利用している割合は、約 17％に留まり、公共交通の利用の低さが明らかとなった。その利

用者の年齢層を見ると、10 歳代と 60 歳代以上が大半を占めている。 

・バスを利用しない理由は、自動車の方が早く目的地に到着することができるといった回答が約

43％、自動車の方がお金がかからないといった回答が約 29％で高い割合を占め、自動車指向であ

る中で、利用しない理由として、バスがどこを運行しているから分からないという回答が約 17％

を占めており、公共交通に関する情報が不足していることが明らかとなった。 

   ２）公共交通の認知度  

・公共交通の認知度の低さ、公共交通に関する情報提供不足を解消することが今後の公共交通利用

促進につながると考えられるため、積極的に情報提供を行うことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．バス停名の認知度               図 2．バス利用の有無 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．バスを利用しない理由             図 4．バス利用者の年齢層

27.3%

0.3%

36.7%35.8%

知らない
バス停の場所は知っているが、名前は知らない
バス停の場所、バス停名とも知っている
無回答

2.1%

81.2%

16.7%

利用している 利用していない 無回答

28.6%

19.6% 21.4%

3.6%
3.6%

7.1%

1.8%
14.3%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

17.3%

29.0%

42.5%

11.7%

5.3%

9.4%

3.2%

6.5%

17.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

バスがどこを運行しているかわからない

自動車を使った方が、お金がかからない

自動車の方が早く目的地に到着することができる

家族がいつでも自動車で送り迎えしてくれる

徒歩、自転車で十分

時間とおりにバス停に来ない、目的地に着かない

運賃が高い

運行されている本数が少ない

その他
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３．ヒアリング調査結果 
 

（２）循環バスに対する意向 

    １）循環バスに関する意向集計結果 

・循環バスが導入された場合の利用意向は、ヒアリング時の「条件を変更した場合に利用する」までを含めると、約 60％の人が利用するという意向を示している。また、日ごろからバスを利用していない人の

約 60％が条件などが変更されれば利用するという意向を示していることから、自動車からある一定の転換を見込むことができる制度であると考えられる。 

     ・ヒアリング時の想定条件が変われば利用すると回答している人の意向についてみると、料金面では想定条件で提示していた 300 円でも利用するという回答が高い割合を占めている。運行本数についてみると、

1 日 6便程度の運行を望む回答が多くなっている。 

・今回実験を想定している循環バスをどんな場合でも利用しないという意向を示している人たちのうち、日常生活でバスを利用していない人たちは自分で自動車を運転できるから必要ないという回答が多い。

また、バスを利用している人の意向ではその他が多く、具体的には、利用しないコース設定であるという意見が多くなっている。 

    

 ２）循環バスの検討の方向性  

  ・現在、バスを利用していない人も条件次第によっては転換が見込める可能性が高いため、その条件を踏まえ、さらに新たなタクシー補助制度や既存の公共交通、市や医療施設が主体となって運行している福

祉バスなどと上手く組み合わせた効率的な計画となるよう検討する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 5．循環バスの利用意向                                         図 6．希望運賃 

                                                       

  

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

図 7．希望する運行頻度                                      図 8．循環バスを利用しない理由 

 

42.9%

25.3%

28.3%

28.6%

34.9%

33.8%

28.6%

39.8%

37.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者（N=56）

バス非利用者（N=269）

全体（N=325）

利用する 想定条件が変更されれば、利用 利用しない

25.0%

39.8%

37.5%

6.3%

26.1%

23.1%

68.8%

33.0%

38.5%

1.1%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者(N=16)

バス非利用者(N=88)

全体(N=104)

300円 200円 100円 どんな条件でも利用しない

31.3%

38.7%

37.6%

18.8%

28.0%

26.6%

50.0%

33.3%

35.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者（N=16）

バス非利用者（N=93）

全体（N=109）

1日3便 1日6便 概ね2時間に1本 概ね1.5時間に1本 どんな条件でも利用しない

6.3%

5.9%

5.9%

18.8% 68.8%

2.0%

1.7%

69.6%

60.2%

7.8%

6.3%

7.6%

6.9%

8.5%

7.8%

16.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者(N=16)

バス非利用者(N=102)

全体(N=118)

料金が必要となれば、バスは利用したくない 民間路線バスと同様で到着、バス停に来る時間が読めない

自分で自動車を運転できる 家族の誰かが必ず自宅にいて、送迎してもらえる
自宅付近で用事を済ませてしまうことが大半で必要ない その他

その他意見の具体的内容 回答数
利用しないコースのバス路線だから 16
バス停までの移動の距離がある 1
歩けるので不要 1
自動車を運転できなくなったら利用したい 1
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３．ヒアリング調査結果 
  

（３）新たなタクシー補助制度に対する意向  

    １）新たなタクシー補助制度に対する意向集計結果 

・新たなタクシー補助制度導入に対する利用意向は、ヒアリング時の「条件を変更した場合に利用する」までを含めてみても、利用してみたいという意思を示している回答が 50％に達していない。また、日ご

ろからバスを利用していない人の利用してみたいという割合も循環バスの約 60％と比べると 46.2％と低くなっている。 

     ・ヒアリング時の想定条件が変われば利用すると回答している人の意向についてみると、料金面では 300 円であれば利用するという回答が高い割合を占めている。利用範囲についてみると、自宅から目的地ま

での運行を希望する回答が大半を占めている。 

     ・今回実験を想定している新たなタクシー補助制度をどんな場合でも利用しないという意向を示している人たちのうち、日常生活でバスを利用していない人たちは自分で自動車を運転できるから必要ないとい

う回答が多く、バスを利用している人の意向では家族の誰かが必ず自宅にいて送迎してくれるという回答が多くなっている。 

     

２）新たなタクシー補助制度の検討の方向性  

・ヒアリング調査結果から利用意思も循環バスに比べると、あまり高くないことから、まず、既存のタクシー補助制度を拡充する方向で検討し、利用者数が増えてきたときに、新たなタクシー補助制度の導入

について検討する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9．新たなタクシー補助制度の利用意向                                     図 10．希望する利用範囲 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 11．希望運賃 

 

                                           図 12．タクシー補助制度を利用しない理由 

 

18.8%

11.6%

12.9%

13.0%

10.6%

25.0%
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500円 400円 300円 200円 100円 どんな条件でも利用しない

32.7%

20.0%

22.1%

29.1%

26.2%

26.7%

38.2%

53.8%

51.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者（N=55）

バス非利用者（N=275）

全体（N=330）

利用する 想定条件が変更されれば、利用 利用しない

7.7%

11.3%

10.7%

15.4%

19.7%

19.0%

76.9%

67.6%

69.0%

1.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者（N=13）

バス非利用者（N=71）

全体（N=84）

地区集会所から主要拠点 自宅から主要拠点

自宅から目的地 どんな条件でも利用しない

その他意見の具体内容 回答数

料金をもっと安く 3

市内のみ限定だと利用しない 2
現在のバス路線と電車で用事が済むから 2
自転車移動が多いから 2
集会場所に問題がある地区もあるし、1箇所では少ない 2

9.5%

69.4%

61.8%

33.3%

11.1%

13.9%

14.3% 9.5% 9.5%

6.7%

14.3%

2.4%

4.8%

2.1%

4.8%

4.2%

2.8%

4.2%

3.5%
6.3%

4.2%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者（N=21）

バス非利用者(N=144)

全体（N=165）

自分で自動車を運転できるから必要ない 家族の誰かが必ず自宅にいて、送迎してくれる 指定場所周辺に行くことがない

集会所に行くのが面倒 自宅付近で用事を済ませてしまうことが大半 料金を取るのであれば、利用したくない

チケットの事前購入が不便 この制度自体に興味がない その他
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３．ヒアリング調査結果、４．社会実験の方向性 

19.3%

28.1%

5.3%

28.1%

43.9%

26.0%

40.4%

27.4%

38.3%

30.2%

14.8%

31.4%

13.2%

24.9%

30.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

冷暖房、テレビなどを完備した
待合所の整備

バス停留所に駐輪場を併設

バス停留所に駐車場を併設

次に来るバスまでの待ち時間を表示

その他

バス利用者(N=57) バス非利用者(N=277) 全体(N=334)

 

 

（４）拠点における施設整備に対する意向  

     ・拠点における整備内容についてみると、全体的な傾向として、「次に来るバスまでの待ち時間を

表示」、「バス停留所に駐輪場を併設」という回答が多くなっている。 

      

・日常生活でバスを利用している人たちはその他という回答が多くなっており、その具体的な内

容としては、バス停留所に屋根、ベンチを設置してほしいという回答が多くを占めている。 

     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13．拠点における施設整備に対する意向 
 

 

 

 

４．社会実験実施に向けた方向性 
   社会実験計画（案）を検討するにあたっては、ヒアリング調査結果および過年度調査で示されてい

る公共交通ネットワークの再編の方向性を踏まえつつ、効率的な実験計画（案）となるよう検討する。 

   以下に、昨年度調査における小美玉市における公共交通ネットワーク再編の方向性を示す。 

 

   

   【過年度調査における公共交通ネットワーク再編の方向性】  

 

   

 

 

 

 

・モータリゼーションの進展によって、自動車に依存したライフスタイルが形成されたため、公

共交通利用者が減少し、維持できないバス路線の廃止などが相次ぎ、公共交通が衰退している。 

    

    ・自動車利用が進展している状況下において、新たに公共交通を導入してネットワークを再構築

した場合、持続性のあるものにできるかが問題となる。また、近年の社会経済情勢の変化を考

慮すると、簡単に公共交通システムなどを導入するのは厳しい状況である。 

 

    ・市では利用目的を限定した移動サービス（四季健康館の送迎バス、医療センターバス）を提供

している。 

 

   ・今後の社会経済情勢の変化などの様々な状況を考慮し、先ず既存の公共交通サービスを最大限

有効活用することで、市の実情に応じた公共交通ネットワークの再編を図ることとする。 

～再編の方向性～ 

既存公共交通ネットワークを最大限有効活用し、地域の実情に応じた公共

交通ネットワークの再構築を目指す。 

ローコストできめ細やかなサービスの公共交通ネットワークシステム 

その他意見の具体的内容 回答数

雨、風、日差しを防げる待合所が欲しい 37

ベンチなど長イスが欲しい 15

トイレを設置して欲しい 3

バス停が暗いので照明が欲しい 3

自動販売機の設置 2

喫煙所が欲しい 2

安全性の確保（高齢者のため） 2

今のままでよい 3
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４．社会実験計画（案） 

４-１．循環バスの社会実験計画（案） 

（１）運行目的 

合併前の旧町村単位の交通モードが残っており、市内でも公共交通サービスに差が生じている

ため、これの改善を図るとともに交通サービスの充実を目的に、循環バスの運行を実験的に実施

するものである。 

（２）運行方法 

      定時定路線型で循環方式の運行とする。 

（３）運行ルート  

   1）ルート設定の基本的な考え方 

旧町村間をひとつのルートで結ぼうとすると、運行距離が長くなり、利用者にとって利用しづ

らくなるため、市を大きく 2つの地区に区分（美野里地区、小川・玉里地区）し、地区毎に循環

路線を設定する。また、旧町村間の連絡、本市の陸の玄関口である JR 羽鳥駅と空の玄関口である

茨城空港の連絡にむけて、上記の 2 ルートに 1 ルートを加えた交通体系を構築する。    
 

   2）美野里地区循環ルート 

・地区内の主要拠点（JR 羽鳥駅、市役所）と主要な商業施設、教育施設などを連絡する循環ルー

トとする。 

・四季健康館の送迎バスが運行されており、基本方針で掲げている既存ストックを最大限に有効

活用という視点から、送迎バスのルート、運行日数、時間帯などの変更による対応を前提とし

て、ルートを検討する。ただし、協議が整わない場合においては、新たに循環バス路線を設定

する。 
 

   3）小川・玉里地区循環ルート 

・地区内の主要拠点（茨城空港、小川駅）と主要な医療施設、商業施設、文化施設などを連絡す

る循環ルートとする。 

・医療センターの送迎バスが運行されており、基本方針で掲げている既存ストックを最大限に有

効活用という視点から、送迎バスのルート、運行日数、時間帯などの変更による対応を前提と

して、ルートを検討する。ただし、協議が整わない場合においては、新たに循環バス路線を設

定する。 
   

   4）南北ルート 

・美野里地区と小川・玉里地区の循環ルートを連携し、JR 羽鳥駅から茨城空港、小川駅を結ぶル

ートを設定する。 

・既存の路線バスのルート延伸などにより対応することを前提として検討する。ただし、協議が

整わない場合、新たにバス路線を設定する。 

 

 

 

 

 

（４）乗降方法 

     ・基本、主要拠点（小美玉市役所、JR 羽鳥駅、かしてつ小川駅、茨城空港）と主要な商業施設、

医療施設、文化施設にバス停留所を設けるものとする。詳細の設置場所については、現地踏査、

交通事業者、交通管理者との協議により決定するものとする。 

・上記以外のバス停留所については、300ｍ間隔程度で設置する。これについては、交通事業者と

交通管理者と協議して決定するものとする。また、降車に限って、路線上かつ安全性が確保さ

れる場所であればフリーで降車できるものとする。これについても、交通管理者との協議によ

り決定するものとする。 

（５）運行日数、運行時間、運行本数 

   ・運行日数は、平日のみの運行とする。 

・各ルートの運行時間は以下のとおりと設定する。 

①美野里地区、小川・玉里地区循環ルート 8：00～17：00 までの 9時間運行 

②南北ルート 7：30～19：00 までの 11.5 時間運行 

・運行本数は、各ルートともに、今回実施したヒアリング調査結果のうち、最も回答が多かった

朝、昼、夕各 2便の 1日 6便/片道とする。そのうち、南北ルートにおいては、朝夕を先後～小

川駅及び羽鳥駅～小川駅、昼間を羽鳥駅～茨城空港までの運行とする。 

・時刻表については、毎正時発などわかりやすい時刻とすることを基本とするが、詳細について

は、今後、交通事業者と協議を行い、検討するものとする。 

（６）運賃 

・運賃については、医療センターバス、四季健康館のバスが現在、無料であること及びヒアリン

グ調査結果などを考慮し、以下のとおりとする。 

・通常利用以外の運賃設定は、関係機関、地元などとの協議調整により決定していくものとする。 

通常利用  1 乗車 300 円 

通院、四季健康館利用者 現状無料であることなどを考慮し、低廉な運賃とする。 

買物などで頻繁に利用する方向けに、割引がきいている回数券の販売も考える。 

通勤・通学対応として、通勤、通学定期も販売する。 

   （７）使用する車両・台数 

     ・通常の路線バスの車両では、道路状況などをかんがみると大きすぎるため、小回りが利く小型

バスの車両を用いることとし、運行台数は 2台とする。  

【小型バス車両のイメージ】 

 項目 内容 

①定 員 29 名 

②車体幅 2.08ｍ 

③車両長 7.0ｍ 
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四季健康館の送迎バスの有効活用を前提とし、

協議が整わない場合、新たにバスを運行 

医療センターの送迎バスの有効活用を前提とし、

協議が整わない場合、新たにバスを運行 

既存のバス路線の有効活用を前提とし、協議が整わない

場合、新たにバスを運行 
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４-２．新たなタクシー補助制度の実験計画（案） 

 （１）実施目的 

既存のバス路線、循環バスでカバーしきれない地域へのサービスを充実させるために実施するもの

である。 

（２）考え方 

    調査結果からも分かるとおり新たなタクシー補助に対する利用意思もあまり高くなかったことから、

今回の実験では、まず、現行のタクシー補助制度の規程を改正することによって、利用を促進させる。 

利用者が多くなってきた際に、新たなタクシー補助制度を導入するかについて、慎重に検討すること

とする。 

      

（３）利用範囲など 

 1）対象者 

・現行制度と同様の買い物や通院目的などの外出を支援する取り組み。 

・対象者については、現行制度の「70 歳以上で一人又は高齢者のみの世帯(下肢・視覚障害者で身体

障害者手帳保持者は 60 歳以上)」を、この拡充案では「70 歳以上で自動車運転免許証を所持してい

ない人」と範囲を広げる。 

   

2）利用範囲  

  ・「初乗り料金の範囲(約 2.0km)及び通常のタクシーと同様に戸口までの送迎」については現行制度と

同様とする。 

・現行制度で移動目的箇所が 3 ヵ所（日用品を確保する場所及び在宅福祉サービス機関や医療機関、

市役所）に制限されている部分を拡充案では移動目的場所を限定しないこととする。 

   

  3）利用可能日数 

・利用回数については、現行制度の 1ヶ月あたり 2回の年間 24 回を拡充案では年間 24 回とする。 

・現行制度と同様に土・日・祝日でも利用可能とする。 

 

  4）利用方法 

   ・申請と利用者が一致していることを確認するため、住基カードを提示して利用することを基本とす 

    る。 

 

  5）使用する車両 

   ・市内タクシー事業者が保有している台数の範囲 

 

 

 

 

 

     

 

（４）タクシー補助制度の新旧対照表 

   

項目 旧（現行の制度） 改定案（今回試行する制度） 

1.対象者 

①70 歳以上の一人世帯または高齢者の

みの世帯 

 

②60 歳以上で下肢または資格に障害が

あり、身体障害者手帳を所持してい

る方 

①70 歳以上の高齢者かつ自動車運転免

許証を所持していない方 

 

②60 歳以上で下肢または資格に障害が

あり、身体障害者手帳を所持してい

る方 

2.利用範囲

日用品を確保する場所及び在宅福祉

サービス機関や医療機関、市役所関係

施設への往復 

移動目的に制限を設けない。 

3.利用回数
タクシー補助券の利用限度枚数は、

月 2回とし、年間 24 枚までを限度 
年間最大 24 枚まで利用可能とする。

4.補助範囲
市内タクシーの初乗り料金（710 円）

相当額を限度として助成 

市内タクシーの初乗り料金（710 円）

相当額を限度として助成 

5.利用方法
申請している人であれば、証明なし

で利用が可能 

申請者と利用者が一致するよう乗車

時に住基カードを提示し利用するよう

な方法とする。 
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５．利用促進施策（案） 

 ５-１．拠点における施設整備（案） 

拠点の施設整備については、今回調査を実施したヒアリング調査結果で多くの意見があった、次に

来るバスまでの待ち時間表示（バス接近情報システム）、駐輪場の併設また、その他の意見として多か

ったバス停留所に屋根、ベンチを整備する方向について検討する。 

    

   【バス接近表示システムイメージ（参考事例：東京都交通局）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【バスに併設する駐輪場のイメージ（参考事例：かしてつバス）】  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-２．利用促進施策（案） 

  （１）バス利用ガイド 

・今回実施したヒアリング調査において、バス利用に関する情報提供の充実を図っていくことが必

要であることがわかったことから、まず、バスに関する基礎的な情報を周知させるため、社会実

験に合わせて、バス利用ガイドを作成するものとする。 

・作成したバス利用ガイドは、全世帯に配布するとともに、インターネットなどでも情報公開して

いくものとする。 

・バス利用ガイドには、以下の項目、内容を記載するものとする。 

    

表 4．バス利用ガイド内容 

項目 内容 

①バスのメリット 
・主要拠点にアテンダントを配置 

・スーパーとの連携事業（商品の割引、運賃の割引、ポイント付与）など 

②路線図 
路線ごとの詳細なバス路線図（渋滞箇所などの情報を記載）、バス停留所間の所

要時間、主要なバス停の時刻表、運賃表など 

③利用方法 バスの乗り方、料金の支払い方、定期券の料金など 

 

   【バス利用ガイドイメージ（参考事例：三郷市）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）市内買物バス運行 

      月 1 回、週 1回程度の頻度で市内の文化施設、商業施設をめぐる買物バスを運行、利用しても

らうことによって、公共交通の良さをアピールするとともに、旧町村間での移動の活発化を促す

し、市の活性化を図る。 
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６．参考資料 

 ６-１．ヒアリング調査票 
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― 12 ― 
小 美 玉 市

６．参考資料 

 

６-２．単純集計結果 
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